
　秋が深まるにつれて少しずつ夜の時間が長くなって
いく「秋の夜長」とよばれるこの時期。夜という時間帯は
いつもと違うことが起こりそうな気がしますよね。

「終わらない夜」は見れば見
るほど不思議な絵に「夜、」で始
まる詩を添えた本です。
「夜、月の光が水面をてらす。
かすかにきこえるだれかのあ
しおと」という詩と共に広がる
表紙にもなった絵は、水面に映

る木々が途中から女性の姿に変化しています。どのペ
ージにも、夜のあいだの不思議な出来事が描かれてい
ます。切り抜いたカーテンが星空の街になったり、部屋
と夜の森が一体化していたり…。怖いくらい美しく神秘
的な夜の世界をお楽しみください。
　こちらの小学校でも夜に不思議なことが起こるよう
です。「夜の小学校で」しばらくの間、佐倉若葉小学校の
夜の警備員の仕事をすることになったぼく。最初の夜
少しドキドキしながら校舎をまわると、並外れて大きい
男の人が運動場いっぱいに座って静かに満月を眺めて
いて、腰を抜かしそうになりました。また別の日には、服
を着たお母さんウサギがやってきて踊りながらおいし
いスープを作ってくれたり、アライグマが心地よく丁寧
にシャンプーをしながらぼくの話をたくさん聞いてくれ
たり…。驚くようなことが次々起こりますが、どれも穏や

かでクスクス笑いたくなるような
出来事ばかりです。
　１０月の終わり、いよいよ夜警
の仕事の最終日の夜、すべての
出来事がつながる素敵なことが
起こります。場所は夜の図書室。
ぜひ一緒に最後の夜を見届けて
ください。

次は夜警から隠れる2人の子どもたちの話。皆さん
はもし家出をするとしたら、どこに行きますか？
11歳の少女クローディアは、自分よりお金をためこん
でいる弟のジェイミーを相棒に家出を計画します。行
先はなんと、ニューヨークの
メトロポリタン美術館。閉館
後に見回る夜警から身を潜
めて、誰もいない広い美術館
で生活することにします。天
井がとても高く、暗闇がいっ
ぱい詰まった夜の美術館で、
かび臭いけれど豪華な展示
品のベッドに寝たり、噴水をお風呂代わりにしたり…。昼
は入館者に紛れて美術の勉強をしているうちに、特別
展示された天使の像が有名なミケランジェロの作品か
どうかという謎につきあたり、夢中になって調べ始めま
す。謎を解きたい強い気持ちが、ある老婦人との出会
いにつながり、新たな秘密をわかちあうことになります
。最後には2人すら知らない秘密を、読者は知ることに
なりますよ。
　秋の夜は、月が特にきれいに見えるそうです。

「月の満ちかけ絵本」は29日半
周期で繰り返す月の満ち欠け
を由来や風習と共に教えてく
れる1冊です。新月や満月だけ
でなく十六夜、立待月など昔か
ら人々の生活の近くに月があ
ったことがよくわかります。秋
の満月のページには、満月の

謎についても書かれています。
　今年の中秋の名月・十五夜は10月6日。
　秋の夜長に空を見上げて、夜の不思議を感じてみま
せんか？
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「夜は不思議な時間？」

※「今月のブックトーク」「図書館のこよみ」は、全国学校図書館協議会Webサイトに掲載しています。QRコードより、PDFもご活用ください。

  鈴木千尋／和光小学校学校司書

カメムシ類だけでも、日本には色も形も多種多様な仲

間が存在します。

　中には、美しさから「歩く宝石」と呼ばれる種もあり

ます。例えば、日本の切手にもなったアカスジキンカメ

ムシは光沢のある鮮やかな模様が特徴。同じ仲間の

ニシキキンカメムシは、角度によって虹色に変わる金

属光沢を持ち、その輝きは写真では伝えきれません。

さらに、黒と赤が基調のベニツチカメムシは、卵を団

子状にまとめて運ぶというユニークな子育て行動で

知られ、ボロボロノキの実しか食べないという生態も

興味深い存在です。前ばねがレース状になったグンバ

イムシや、背中にハート模様をもつエサキモンキツノ

カメムシなども魅力的です。僕が最初に惹かれたの

は、地味なクサギカメムシでした。よく見ると茶色の中

に複雑な色合いや模様があり、「ただの厄介者」では済

ませられない美しさを秘めていたのです。こうした多

様性こそ、カメムシの奥深い魅力です。

僕が絵本『わたしたちのカメムシずかん ：やっかいも

のが宝ものになった話』（福音館書店）に関わることに

なったのは、出版社に届いた手紙がきっかけでした。

岩手県葛巻町の江刈小学校の校長先生が「子どもた

ちが採集したカメムシの名前が合っているか不安な

ので、見てもらえませんか」という依頼に、そんな学校

があるのかと驚きつつ、現地を訪ねることにしました。

江刈小学校では、当初は「厄介者」だったカメムシが、

校長先生の『カメムシにはいろんな種類がいるようで

す。みんなでいっしょにしらべてみませんか？』という

言葉をきっかけに、観察と記録の対象に変わっていま

した。子どもたちは捕まえたカメムシを種類ごとに分

類し、採集日や場所、発見者の名前まで丁寧に記録。

写真や観察メモを添えた手作りの図鑑を作り、さらに

専門家に確認を依頼するなど、正確さを追求しました。

こうした記録は学術的にも価値が高く、調査の結果、

この地域には200種以上のカメムシが生息している

ことが明らかになりました。

この活動は、全校生徒が数十人という小規模校

だったからこそ、子どもも先生も一丸となって進め

られたのだと思います。その活動を知った著者の鈴

木海花さんも虫好きの女性なのですが、「是非、私

も一緒に行って取材させてください」という雰囲気

になり、それをきっかけに素晴らしい本が仕上がっ

たのです。イラストは画家のはたこうしろうさんが

描いてくれました。僕からは、ほとんど注文をつけ

ていません。取材をもとに描かれた風景や場面は、

すべて子どもたちの活動から生まれています。細部

まで忠実に描かれたカメムシや景色は、ページをめ

くるだけで現地の空気感や子どもたちの息づかい

まで伝わってくるようです。

この活動は学校の枠を超え、村全体に広がりまし

た。僕たちが訪れた際には村長や教育長も同席し、地

域ぐるみでカメムシを「資源」として盛り上げていたの

です。ワインや木材といった地場産業に加え、「カメム

シ」という一見価値がなさそうな存在を新たな地域

資源として捉えた発想はとてもユニークでした。自然

観察や環境教育を軸にした地域おこしの好例であり、

こうした取組みはもっと広がってほしいと感じます。

　実際、日常的に目にする“臭いカメムシ”はごく限

られた種類で、世界には驚くほど多様でユニークな

習性を持つ仲間がたくさんいます。名前を知ること

で、その存在が 「ただの厄介者」から「興味深い生

き物」へと変わって見えてくる──。

苦手な生き物にも役割や魅力があることを知ること

は、多様性を受け入れる一歩になります。




